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⼤阪狭⼭市⽔循環協議会(第５回)
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本⽇の次第

１ ⼤阪狭⼭市⽔循環計画について
（1）第４回協議会までの意⾒整理

（2）策定スケジュール

（3）⼤阪狭⼭市⽔循環計画（案）
1. 計画の基本的なこと
2. ⼤阪狭⼭市の現状と課題
3. 未来の姿と計画の⽬標
4. 施策について
5. 計画推進のための取組
施策の進捗管理
キャッチコピー

２ 審議

P.2



１. 計画の基本的なこと

２. ⼤阪狭⼭市の
現状と課題

３. 未来の姿と
計画の⽬標

４. 施策について

５. 計画推進のための
取組

計画書の構成について
計画期間、キャッチコピー

（1）第４回協議会までの意⾒整理

8/1
第１回
協議会

8/29
第２回
協議会

・計画策定の趣旨、計画の位置付けを設定した。
→本市の特徴であるため池などの⽔を活かして、よりよい
まちづくりを⾏う。

・未来の姿について
3つの柱を作成

・協議会の意⾒をもとに8つ
の施策を作成

市⺠アンケートを考慮して今後、
キャッチコピーを決定

事業・施策アンケートを考慮して今後、
具体的な施策を設定

【⽬ 次（案）】

・継続的に計画を推進していくための推進
体制を設定

【現状と今後の予定】
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11/18
第４回
協議会

・計画書のターゲット層を設定
・中間⾒直しを含む計画期間を設定
・キャッチコピー案を作成

【第４回協議会審議事項】



（2）策定スケジュール

 今回の協議会で計画案を提⽰します。
 1⽉下旬にパブリックコメントを実施して、最終計画案としてとりまとめます。
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計画策定の流れ

本市の⽔循環の現状と課題の整理

未来の姿と計画⽬標の設定

⽬標達成に向けた施策の検討

計画推進⽅策の検討

具
体
計
画
内
容
の
検
討

計画最終案

計画案

計画の策定

計
画
案
の
確
定

第３回協議会︓令和４年１０⽉３１⽇

第４回協議会︓令和４年１１⽉１８⽇

⽔循環学習会︓令和４年11⽉26⽇
第５回協議会︓令和４年１２⽉２６⽇（今回）

パブリックコメント︓令和5年1⽉下旬から2⽉下旬（予定）
第６回協議会︓令和５年３⽉（予定）

第1回協議会︓令和４年８⽉１⽇（⽔の⽇）

第2回協議会︓令和４年８⽉２９⽇

ため池マップの作成（現地調査・現状把握）

市⺠アンケート調査の実施

内閣府への申請︓令和5年４⽉（予定）
計画の公表︓令和５年４⽉

︻
今
後
भ
予
定
︼

︻
現
在
भ
検
討
状
況
︼ 事業・施策アンケート



１. 計画の基本的なこと

 中央︓⽔循環についての説明
 下︓⼤阪狭⼭市⽔循環計画策定までの流れを記載
 右︓⽔の重要性を記載
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見出し

市民が興味を
引くような表現

模式図

水循環のイメージを
しやすいように模式
図で表現

水の大切さ

水の大切さを再認識
していただく

水の日

8/1が水の日である
ことを周知

水循環の大切さ

水循環の大切さを
再強調

水循環基本法

健全な水循環の維
持・回復に努めるこ
とを目的に制定

水循環基本計画

水循環に関する施策
の基本となる計画

次章へのアプ
ローチ

大阪狭山市水循
環計画

多くの関係者が協働
して取り組むための
基本となる計画



2. ⼤阪狭⼭市の現状と課題

 左︓⽔資源の現状
 右上︓予測される⽔資源に影響を与える要素
 右下︓現状と未来の予測から想定される課題
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マップ

水資源をイメージし
やすいようにマップ
表示

水資源の現状

本市の水資源の概要
を説明

ため池の様子

本市の特徴である

ため池を知ってもら
うために協調

人口減少

本市の人口推移を把
握し、将来的に人口
が減ることを把握

農家数の減少

農家数の推移を把握
し、農家数が減少傾
向であることを把握

気候変動

ゲリラ豪雨の発生回
数の推移を把握し、
短時間豪雨が増加傾
向であることを把握

次章へのアプ
ローチ

課題

これまでの課題整理



3. 未来の姿と計画の⽬標

 中央︓⼤阪狭⼭市の未来の姿
 左下︓未来の姿を実現するための３つの⽬標
 右下︓３つの⽬標を達成するための８つの施策
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水循環計画の将来像を表示

キャッチコピー

計画の目標をわかり
やすく表現

水資源

水資源の望ましい姿
を表現

未来の姿

未来の姿がイメージ
しやすいように文字
傷で表現

３つの柱

未来の姿を実現する
ための目標

水資源

水資源の望ましい姿
を表現

次章へのアプ
ローチ

８つの施策

３つの柱を達成する
ための取組。アイコ
ンで分かりやすく、
表現



４. 施策について

 ⽔資源に期待する機能より施策を８つに分類
 具体的な取り組みとアイディアレベルの取り組みを記載
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各施策のタイトルを
表⽰しています。

施策に関連する
SDGsのアイコンを
表⽰しています。

施策の⽅向性を
分かり易く
伝えています。

具体的な施策を
複数並べて表⽰
しています。

アイディアレベルの
各種施策を
例⽰しています。

施策をイメージしやすいように
写真やイラストを貼付しています。



４. 施策について

１ 治⽔ ⾬による⽔害を減らす取り組みを整理しています。
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河川の管理

河川の改修、
維持管理
⼟砂対策

雨水を安全に
排除する施策

狭山池の
治水活用

⾬⽔貯留による
⽔害の防⽌

洪水調整機能を
発揮する施策

ため池の
治水活用

ため池の⽼朽化対策
ため池の状態・機能の

整理
農業用水の確保だけ
でなく治水効果を
期待する施策

「ハザード
マップ」の活用

洪⽔浸⽔想定区域図
の公表

ため池ハザードマップ
の公表

⽔害時の⾮難活動
自然災害のリスクに

対応する施策

今後考えられる取り組みの例

アイディアレベルの各種施策を例示



４. 施策について

２ 利⽔ ⽔を様々な形で活⽤する取り組みを整理しています。
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水の多目的利用
・再利用

⾼度処理⽔供給施設
の設置

農業⽤⽔の⾮常時
防災⽤⽔利⽤
水を再利用して
循環させる施策

非常時の備え

災害用マンホールト
イレの整備

非常時に施設を
活用する施策

自然エネルギー
の活用

施設の有効利⽤による
エネルギー⽣産
地球温暖化への
対策を行う施策

今後考えられる取り組みの例

アイディアレベルの各種施策を例示



４. 施策について

３ 教育 未来に⽔を引き継ぐ取り組みを整理しています。
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学校での水に関
する学習

⽔に関する出前講座
⽔に関するデジタル

教材の貸与
水に関する学びを
提供する施策

水教育イベント
の実施

「私の⽔辺」⼤発表会
狭⼭池シンポジウムの

実施
⾃然体験学習

⾝近な⽔辺の⽣き物
調査

水と自然に興味を
持たせる施策

今後考えられる取り組みの例

アイディアレベルの各種施策を例示

施設見学による
学習

浄⽔場など上⽔道施
設の⾒学

下⽔処理場など下⽔
道施設の⾒学

狭⼭池博物館の⾒学
生活を守る施設の
存在を認識する施策



４. 施策について

４ 広報 みんなに⽔を知らせる取り組みを整理しています。
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SNSの活用

インスタフォトコンテスト
LINEによる⽔の紹介
身近な水環境を
紹介する施策

地域での
情報発信

地域広報誌の発刊
市民に情報を
提供する施策

PR活動の実施

市特命⼤使による魅
⼒情報発信

狭⼭池シンポジウムの
開催

新しい仲間を
増やす施策

今後考えられる取り組みの例

アイディアレベルの各種施策を例示



４. 施策について

５ ⽣態系 ⽔と⽣きものが共⽣する取り組みを整理しています。
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生物の
生息環境の保全

ヒメボタルの保護・育成
狭⼭池バタフライ

ガーデンの整備・管理
野⿃の保護

生態系の保全活動と
生きものを

身近に感じる施策

木々・草花
などの整備

様々な⼈による狭⼭池
周辺清掃活動

市⺠協働による、河川
の除草・清掃実施

植物を保全する施策

水辺の生きもの
の

調査ヒメボタルの調査・保護講
座の開催

⽔辺でのバード
ウォッチング

生き物の活動を
観察する施策

今後考えられる取り組みの例

アイディアレベルの各種施策を例示



４. 施策について

６ 景観 美しい⽔辺環境を守り・創出する取り組みを整理しています。
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川・池・緑地
・公園の整備

狭⼭池公園
（遊歩道・桜並⽊）

副池公園
せせらぎの丘かがやき

広場
（狭⼭⽔みらいデン

ター）
水辺による憩いの
場を提供する施策

川・池の除草
・清掃

市⺠協働による、河川
の除草・清掃実施
（アドプトリバー

プログラム）
各地域での⽔辺関係

美化活動
水辺環境を守る施策

ため池の池干し

⽔質改善対策として狭
⼭池の池⼲し

水環境の水質を
改善する施策

今後考えられる取り組みの例

アイディアレベルの各種施策を例示



４. 施策について

７ 観光 まちを活性化し良さを再認識する取り組みを整理しています。
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水辺・水と関連
した施設の
整備・活用

⼤阪府⽴狭⼭池博物館
狭⼭池公園

（遊歩道・桜並⽊）
レンガづくりの暗きょ

狭⼭神社
まちのシンボルを
活用する施策

特産品・名所のPR
（一例）

狭⼭池ダムカレー
⼤野ブドウ

特産品を活用する
施策

水辺を活用した
イベントを開催

桜並⽊ライトアップ
狭⼭池まつり

狭⼭池 池底＆
博物館ツアー

観光イベントを
盛り上げる施策

今後考えられる取り組みの例

アイディアレベルの各種施策を例示



４. 施策について

８ コミュニティ ⽔により⽀え⼿をつなぐ取り組みを整理しています。

P.16

地域での水辺
清掃・休耕地の
ガーデニング

花いっぱい運動
市⺠協働による、河川の
除草・清掃実施人々が

集える場を
提供する施策

ウォーキング
コースの設定

陶器⼭元気ウォーキング
史跡講習とウォーキング
水辺を感じながら
健康になれる施策

今後考えられる取り組みの例

アイディアレベルの各種施策を例示

水辺を活用した
イベント

地域での夏まつり
フォトコンテストの実施

人と人とのつながりを
大切にする施策



５. 計画推進のための取組

 中央上︓⼤阪狭⼭市⽔循環協議会を中⼼に計画を推進
 中央下︓PDCAサイクルを実施し、継続的に計画を改善
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推進体制

水循環協議会を一つ
の軸に計画を推進

進行管理

PDCAサイクルを実
施、計画を改善

市民のかかわり
方

市民の計画へのかか
わり方を表示

計画推進の
取組例

推進体制と進行管理
を強化するための取
組例を表示



施策の進捗管理

 計画の進⾏管理として施策カルテ（案）を活⽤する予定
 施策カルテ（案）は、８つの施策の取り組み状況を把握するために利⽤
→継続的かつ効果的に具体的取組を確認します。

施策カルテ（案）
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活動レベル

各施策の進捗を確認

連携体制

横ぐしの視点で各施
策が連携しているか
を確認

マッチング要望

横ぐし視点を活性化
するため、マッチン
グ要望を確認

水循環協議会

上記を踏まえて、よ
り良い仕組みとなる
よう議論



案１：水でわくわく大阪狭山

案２：めぐる恵 水未来

案３：まわれ！大阪狭山のみず！

案４：いけいけ！さやまGo！

案５：「水」と共に生きる。

※選定の視点
水、循環（まわる、めぐる）、未来（1400年）、
にぎわい（わくわく、いけいけ）

キャッチコピー

 前回の協議会、市⺠意⾒などから、キャッチコピー案を５つに選定
→今回の協議会で、キャッチコピーを決定します。

キャッチコピー
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○○ ○○ ○○ ○○←キャッチコピー
〜⽔害が少なく、豊かな⽔・みどり、にぎわいのあるまち〜



２ 審議事項

⼤阪狭⼭市⽔循環協議会（第5回）
【本⽇の審議事項】

①計画書（案）の構成、内容
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